
犬インフルエンザ
Canine Influenza 

Ჽ犬ᶻḊᷬḂᶿḊ᷍ᶓ2004年ᶏ発見ᵹᶰᶃ比較的新ᵻᵨ病気ᶋ
ᵽᲿ以前ᶓ犬ᶓᶻḊᷬḂᶿḊ᷍ᶽᶻḂ᷐ᶏᶓ感染ᵻᶎᵨᶦᶒᶌ考
ᵬᶭᶰᶊᵨᶢᵻᶃᲿ発見ᵹᶰᶃᶒᶓᶹ᷸ḁ᷂合衆国ᶋᲾ2006年7
月現在日本ᶋᶒ発症報告ᶓᵦᶮᶢᵿᶷᲿ

Ჽ原因ᶋᵦᶯ犬ᶻḊᷬḂᶿḊ᷍ᶽᶻḂ᷐ᶓ馬ᶒᶻḊᷬḂᶿḊ᷍ᶽᶻ

Ḃ᷐2型ᶌ同ᵼH3N8亜科ᶋᵽᲿ馬ᶒᶻḊᷬḂᶿḊ᷍ᶽᶻḂ᷐ᵰ

ᶍᵪᵻᶊ犬ᶏ感染ᵽᶯᶬᵪᶏᶎᶇᶃᵯᶓ今ᶒᶌᵷᶱ不明ᶋᵽᲿ

Ჽ感染ᶓ咳ᶨᵳᵻᶧᶣᶎᶍᶏᶬᶯ呼吸器分泌物ᶜᶒ接触ᶏᶬᶮ起

ᵷᶯᶌᵹᶰᶊᵨᶢᵽᲿ潜伏期ᶓ通常2~5日ᶋᵽᲿ犬種Ჾ年齢ᶏ

関係ᶎᵳ感染ᵻᲾᶽᶻḂ᷐ᶏ暴露ᵹᶰᶃ犬ᶓ100᳼感染ᵽᶯᶁᵪ

ᶋᵽᲿ

Ჽ軽症ᶒ場合Ჾ10日ᵯᶭ1ḍ月ᶟᶍᶒ湿ᶇᶃ咳ᶶᵻᶢᵽᲿᶢᶃ二

次感染ᶏᶬᶮ膿ᶒᶢᵼᶇᶃ鼻汁ᶶ排泄ᵻᶢᵽᲿᶟᶌᶷᶍ感染犬ᶒ

場合ᶓ軽症型ᶌᶎᶮᶢᵽᲿ

Ჽ重傷ᶏᶎᶯᶌ突然高温ᶶ発ᵻᲾ咳Ჾ出血性鼻汁Ჾ呼吸促迫᳗早

ᵨ呼吸᳘ᶨ努力呼吸ᶌᶇᶃ肺炎症状ᶶ起ᵷᵻᲾ出血性肺炎ᶎᶍ

ᶋ死亡ᵽᶯᵷᶌᶦᵦᶮᶢᵽᲿ今ᶒᶌᵷᶱ致死率ᶓ5~10᳼程度ᶌ

ᵹᶰᶊᵨᶢᵽᲿ

Ჽ現在ᶒᶌᵷᶱ犬ᶻḊᷬḂᶿḊ᷍ᶶ一般ᶒ動物病院ᶋ確定診断

ᶋᵱᶯ方法ᶓᵦᶮᶢᵿᶷᲿ基本的ᶏᶓ症状等ᵯᶭ推測ᵽᶯᵻᵯ

ᶎᵳᲾᶁᶒ症状ᶓ᷈ḊᷤḂ᳂᷊ᷬᶌᵨᵪ病気ᶌ非常ᶏ似ᶊᵨᶯᶃᶥ

ᶏᶹ᷸ḁ᷂ᶎᶍᶋᶓᵻᶔᵻᶔ間違ᵬᶊ診断ᵹᶰᶯᶬᵪᶋᵽᲿ

Ჽ特定ᶒ治療薬ᶓᵦᶮᶢᵿᶷᲿ他ᶒᶽᶻḂ᷐性疾患ᶌ同様ᶏ対症

療法ᶌ輸液ᶨ栄養補給Ჾ二次感染ᶏ対ᵽᶯ抗生物質ᶒ使用ᶎ

ᶍᵰᶁᶒ主ᶎᶦᶒᶋᵽᲿ

Ჽ罹患率100᳼ᶌᶒ報告ᶦᵦᶯᶒᶋ隔離施設ᶒᶎᵨ病院ᶋᶒ入

院ᶓ不可能ᶌ考ᵬᶢᵽᲿ

Ჽ自宅ᶋᶓᲾ指示ᵹᶰᶃ薬剤ᶶᵱᶅᶷᶌ投与ᵻᲾ栄養補給Ჾ安静

ᶏᵽᶯᶎᶍᶒ看護ᵰ必要ᶌ思ᶳᶰᶢᵽᲿ

原因

症状

診断法

治療法

自宅での看護法

Ჽ犬ᶻḊᷬḂᶿḊ᷍ᶶ予防ᵽᶯḆ᷆ᷘḊᶓᶢᶄ開発ᵹᶰᶊᵨᶢᵿ

ᶷᲿ

Ჽ罹患ᶏ対ᵽᶯ予防法ᶓ᷎ᷠᷚ᷆᷾᳐ᶎᶍ犬ᶒ多ᵳ集ᶢᶯᶌᵷᶱᶶ

避ᵵᶯᲿᵷᶰᶓ犬ᶄᵵᶋᶎᵳ人ᵰ付着物ᶏᶬᶮ媒介ᵽᶯᵷᶌᶦᵦ

ᶯᶒᶋ注意ᵰ必要ᶋᵽᲿᶢᶃᶻḊᷬḂᶿḊ᷍ᶽᶻḂ᷐ᶓ60℃Ჾ

30分ᶒ加熱ᶨ一般的ᶎ4級ᶹḊ᷹ᷢᶽ᷷塩Ჾ塩素系消毒剤ᶋ

簡単ᶏ殺ᶽᶻḂ᷐ᶋᵱᶯᶒᶋ᷏᷈᳐ᶨ食器Ჾ使用器具ᶎᶍᶒ消

毒ᶶ徹底ᵽᶯ事ᶶ心ᵰᵵᶢᵻᶫᵪᲿ

メモ

�今のところ日本での発症は報告されていませんが、アメリカか
ら犬の輸入も多い事ですし、現在の検疫体制などからするとい
つ日本で発症してもおかしくないと考えられます。また現在の
ところ主にドックレース場での感染が多く見受けられますので
犬を飼育している人は海外渡航時になるべくそのような施設
に立ち入らないほうがいいかもしれません。念のため人への感
染は報告されていません。

予防法
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